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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年9月26日(2013.9.26)

【公開番号】特開2013-28073(P2013-28073A)
【公開日】平成25年2月7日(2013.2.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-007
【出願番号】特願2011-165674(P2011-165674)
【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｊ   3/50     (2006.01)
   Ｇ０７Ｄ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ   3/516   　　　　
   Ｇ０７Ｄ   9/00    ４３６Ａ
   Ｇ０７Ｄ   9/00    ４５６Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月9日(2013.8.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　図１に示す印字装置１は、印字ヘッド２と、ギャップガイド３と、キャリッジ４と、ギ
ャップ調整機構５（図２参照）と、ヘッド移動部６と、プラテン７と、付勢機構８と、付
勢力調整機構９と、フレーム１０と、を備えている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　モータ３２は、例えばステッピングモータから成り、小径ギア３３を正逆両方向に回転
駆動する。これにより、大径ギア３４が正逆両方向に回転し、カム３１は、サイドフレー
ム１６ｂのスタッド２７を支点にして正逆両方向に回動する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　これにより、プラテン７には、第１のスプリング２１による付勢力のみならず、第２の
スプリング２２による付勢力が加えられる。このように、付勢力調整機構９は、少なくと
も１つの弾性部材として第２のスプリング２２を、プラテン７を付勢する位置と、そこか
ら退避した位置（第３のリンク１９がストッパ１７ａによりロックされた位置）とに移動
させる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　このように、本例における付勢力調整機構９は、複数のスプリングのうち、少なくとも
１つのスプリングとして第２のスプリング２２を、プラテン７を付勢する位置と、そこか
ら退避した位置（第３のリンク１９がストッパ１７ａによりロックされた位置）とに移動
させる。このように、必要に応じてプラテン７を付勢するスプリングの数を変化させて、
印字媒体１１に対し付勢力を大きく変化させることができる。
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